
（様式－１ 表紙） 

 

 

  １ 調査名称：総合都市交通体系調査（都市計画道路見直し） 

 

 

 

 ２ 調査主体：福津市 

 

 

 ３ 調査圏域：福津市 

 

 

 ４ 調査期間：令和２年度 

 

 

 ５ 調査概要： 

   本市では、近年の社会情勢の変化・人口増加に伴う将来都市像の変化に伴い、 

都市計画道路の必要性が大きく変化しており、従来の都市計画道路では将来交

通量を補えない、もしくは実現できない都市計画道路が多数存在している。 

これに対し、現状に即した検証を行い、必要に応じて都市計画道路の変更・廃

止を行うことが求められる。 

   福岡県が策定した「福岡都市計画道路検証方針」を踏まえ、都市計画道路（幹

線街路）の検証を行うことを目的とし、「都市計画道路の見直し方針」を基に、

将来交通量推計による道路網評価（見直し路線の影響評価）を実施する。 

 

  



（様式－２ａ 調査概要） 

 

Ⅰ 調査概要 

 

 １ 調査名称 

 福津市都市計画道路検証業務 

 

 

 ２ 報告書目次 

 

１章 業務概要 

  １－１：業務目的 

  １－２：概要 

  １－３：検証対象路線・区間位置図 

  １－４：業務全体フロー 

  

 ２章 交差点報告別交通量調査 

  ２－１：調査目的 

  ２－２：調査箇所 

  ２－３：調査日時 

  ２－４：交通量調査方法（ビデオ観測） 

  ２－５：観測地点詳細（ビデオカメラ設置箇所） 

  ２－６：調査結果 

  

 ３章 道路網案の検討 

  ３－１：検討の流れ 

  ３－２：都市計画道路網の整備状況 

  ３－３：検証対象路線・区間 

  ３－４：道路網素案の設定 

   

 ４章 現況再現配分の実施 

  ４－１：交通量推計の流れ 

  ４－２：推計条件の整理 

  ４－３：現況再現配分結果 

  ４－４：現況再現性の検証 

  

 

 



５章 将来交通量推計 

 ５－１：将来交通需要の動向（H29 現況 OD と R19 将来 OD の比較） 

 ５－２：推計ケース一覧 

 ５－３：推計結果（R19OD） 

 ５－４：増減交通量図 

 

６章 道路網評価 

 ６－１：評価の流れ 

 ６－２：8 路線 12 区間廃止の影響 

 ６－３：個別区間廃止の影響 

 

７章 協議用資料作成 

 

８章 今後の課題 

 

参考資料 

  



                                                      （様式－２ｂ 調査概要） 

 

 ３ 調査体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ４ 委員会名簿等： 

氏 名 種別 委員種別 備考 

有馬 隆文 学識経験者 １号委員 佐賀大学教授 

松野尾 仁美 学識経験者 １号委員 九州産業大学准教授 

鈴木 裕介 学識経験者 １号委員 福岡大学准教授 

福津市地域交通体系協議会会長 

髙武 秀實 学識経験者 １号委員 福津市農業委員会会長 

谷口 正秀 学識経験者 １号委員 元金融機関職員 

片岡 辰志 学識経験者 １号委員 元福津市建設協会会長 

元福津市景観審議会委員 

山脇 清 学識経験者 １号委員 福津市商工会会長 

米山 信 市議会議員 ２号委員 市議会議員 

中村 清隆 市議会議員 ２号委員 市議会議員 

横山 良雄 市議会議員 ２号委員 市議会議員 

大庭 也寸志 一般公募 ４号委員 市内在住 

田坂 美智子 一般公募 ４号委員 市内在住 

 

福津市都市計画審議会（委員会） 

福津市都市計画審議会 事務局 

（福津市役所都市管理課都市政策係） 



（様式－３ａ 調査成果） 

 

Ⅱ 調査成果 

 

 １ 調査目的 

前回都市計画道路の策定から約 10年が経過し当市の現状に即した都市計画道 

路の見直しが必要とされる。その前段階として、都市計画道路の現状と将来交通量推

計による検証を目的とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２ 調査フロー 

 

  
見直し方針 

道路網評価 

総合的検証 

見直し候補路線の決定 

地域の合意形成 

都市計画変更手続き 

将来交通量推計による見直し検証 



 ３ 調査圏域図 

 

 
都市計画道路名称

代表幅員

（ｍ）

都市計画

決定延長

（ｍ）

未着手

区間延長

（ｍ）

①
3・4・9-1

宗像福間線
16.0 5,830 1,240

②
3・4・9-2

福間海岸線
16.0 2,310 1,010

③
3・4・9-3

太郎丸両谷線
17.0 1,080 400

④
3・3・9-4

国道３号線
25.0 5,250 0

⑤
3・4・9-5

手光八並線
16.0 3,030 1,020

⑥
3・4・9-6

石橋手光線
16.0 580 470

⑦
3・4・9-7

花見引田線
16.0 1,750 760

⑧
3・4・9-8

今川竿線
16.0 980 0

⑨
3・4・9-9

福間駅前線
16.0 950 0

⑩
3・4・9-10

手光上西郷線
16.0 1,100 630

⑪
3・4・9-11

原町津丸線
17.0 3,430 1,440

⑫
3・4・9-12

四角両谷線
17.0 2,000 0

⑬
3・4・9-13

原町線
16.0 90 0

⑭
3・4・9-14

松原上西郷線
17.0 2,070 130

⑮
3・4・9-15

本町南町線
17.5 700 500

⑯
3・5・9-16

古町太郎丸線
15.0 800 0

⑰
3・5・9-17

福間駅松原線
17.0 790 0

⑱
3・2・9-18

福間駅東口線
30.0 90 0

⑲
3・4・15-1

宮司津屋崎線
16.0 2,750 165

⑳
3・3・15-2

天神町古壱作線
22.0 460 0

㉑
3・4・15-3

津屋崎駅前五反田線
18.0 1,540 0

㉒
3・4・15-4

松原線
22.0 520 520

㉓
3・5・15-5

福間停車場汐井線
15.0 2,140 1,640

㉔
3・5・15-6

津屋崎海岸線
15.0 2,880 350

▼　検証対象路線（14路線）



（様式－３ｂ 調査成果） 

 ４ 調査成果 

●現況再現データ 

 「第 5 回北部九州圏パーソントリップ調査」による交通量推計データにおける「道

路網（現況・将来）」及び「自動車 OD 表（H29 現況・R19 将来）」を基本とし、「道

路網の追加」、「ゾーンの細分化」を行い予測精度の向上を図った。 

 
 

●将来交通需要による評価を行うため、道路網素案を 8 パターン用意し検証。 

 

 

 

 

 

【現況再現】
H29OD×現況NW

黒字：推計交通量（百台/日）
赤字：観測交通量（百台/日）

国
道
4
9
5
号

ケース 名　　称 内　　　　容 分　析　の　視　点

1
既定計画

（フルネット）

事業化路線、及び都市計画道路

（福津市）を全線整備したケース

以降の変更計画案の比較対象として

分析する

2
変更計画案

（見直し計画案）

既定計画（フルネット）のうち、以下の

廃止候補路線を整備しないケース

　・福間海岸線　　　　 ：区間③

　・太郎丸両谷線　　　：区間①

　・手光八並線　　　　 ：区間②・⑤

　・石橋手光線　　　　 ：区間②

　・花見引田線　　　　 ：区間①

　・宮司津屋崎線　　　：区間②

　・松原線　　　　　　　 ：区間①～②

　・福間停車場汐井線：区間③～⑤

見直し道路網として、都市計画変更の

基礎資料として活用する

3
変更計画案２

（個別廃止案）

既定計画（フルネット）のうち、以下の

廃止候補路線を整備しないケース

　・松原線：区間①～②

「ケース２：変更計画案」を構成する個

別路線の廃止計画案として、都市計画

変更の基礎資料とする

4
変更計画案３

（個別廃止案）

既定計画（フルネット）のうち、以下の

廃止候補路線を整備しないケース

　・太郎丸両谷線：区間①

5
変更計画案４

（個別廃止案）

既定計画（フルネット）のうち、以下の

廃止候補路線を整備しないケース

　・手光八並線：区間②・⑤

6
変更計画案５

（個別廃止案）

既定計画（フルネット）のうち、以下の

廃止候補路線を整備しないケース

　・福間停車場汐井線：区間③～⑤

7
変更計画案６

（個別廃止案）

既定計画（フルネット）のうち、以下の

廃止候補路線を整備しないケース

　・花見引田線：区間①

8
変更計画案７

（個別廃止案）

既定計画（フルネット）のうち、以下の

廃止候補路線を整備しないケース

　・石橋手光線：区間②



① 既定計画 

 

 

② ８路線 12 区間を廃止する  

 
 

【ケース2－ケース1】
変更計画案－既定計画

赤字：増加交通量（百台/日）
青字：減少交通量（百台/日）

3.4-9-3
太郎丸両谷線

3.4-15-4
松原線

3.4-15-5
福間停車場汐井線

3.4-9-2
福間海岸線

3.4-9-7
花見引田線

3.4-9-5
手光八並線

3.4-9-5
手光八並線

3.4-15-1
宮司津屋崎線

3.4-9-6
石橋手光線

国
道
4
9
5
号



③ 松原線（区間①～②）を廃止する

 

 

④ 太郎丸両谷線（区間①）を廃止する 

 

 

【ケース3－ケース1】
変更計画案2－既定計画

赤字：増加交通量（百台/日）
青字：減少交通量（百台/日）

国
道
4
9
5
号

3.4-15-4
松原線

【ケース4－ケース1】
変更計画案3－既定計画

赤字：増加交通量（百台/日）
青字：減少交通量（百台/日）

国
道
4
9
5
号

3.4-9-3
太郎丸両谷線



⑤ 手光八並線（区間②・⑤）を廃止する 

 

 

⑥ 福間停車場汐井線（区間③～⑤）を廃止する 

 

 

【ケース5－ケース1】
変更計画案4－既定計画

赤字：増加交通量（百台/日）
青字：減少交通量（百台/日）

国
道
4
9
5
号

3.4-9-5
手光八並線

3.4-9-5
手光八並線

【ケース6－ケース1】
変更計画案5－既定計画

赤字：増加交通量（百台/日）
青字：減少交通量（百台/日）

国
道
4
9
5
号

3.4-15-5
福間停車場汐井線



⑦ 花見引田線（区間①）を廃止する 

 

 

⑧ 石橋手光線（区間②）を廃止する 

 

 

【ケース7－ケース1】
変更計画案6－既定計画

赤字：増加交通量（百台/日）
青字：減少交通量（百台/日）

国
道
4
9
5
号

3.4-9-7
花見引田線

【ケース8－ケース1】
変更計画案7－既定計画

赤字：増加交通量（百台/日）
青字：減少交通量（百台/日）

国
道
4
9
5
号

3.4-9-6
石橋手光線



●妥当性評価 

 検討対象路線・区間の「将来交通量」と「交通容量」から「混雑度（需給バランス）」を算

出し、将来都市計画道路網案の妥当性を評価した。 

        ■ 混雑度の解釈 

混雑度 推定される交通状況 

1.0 未満 昼間 12 時間を通して、道路が混雑することなく、円滑に走行できる状況。 

1.0～1.25 
昼間 12 時間のうち道路が混雑する可能性のある時間帯が 1～2 時間

（ピーク時間）ある状況。 

1.25～1.75 ピーク時のみの混雑から日中に連続的混雑が生じる過渡的な状況。 

1.75 以上 日中に慢性的に混雑している状況。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●宗像福間線：区間②（（主）福間宗像玄海線）の混雑度は 1.25 未満まで低下 

・道路交通センサスにおける実観測地点の交通容量（実容量）を基に、混雑度評価を実施した結

果、区間②の混雑度は 1.25 以下まで低減することが確認できた。 

 

●宗像福間線：区間⑦は実容量で評価しても混雑度が 1.25 を超過 

 ・区間⑦では、設計基準交通量、実容量ともに混雑度が 1.25 を超過するため、 

並行する 3・4・9-2 福間海岸線を含めた計画の見直しが望まれる。 

 

必要性 実現性

1
3・4・9-2

福間海岸線
区間③ 1,010 × ―

2
3・4・9-3

太郎丸両谷線
区間① 400 ○ ×

3 区間② 530 ○ ×

4 区間⑤ 490 × ―

5
3・4・9-6

石橋手光線
区間② 470 × ―

6
3・4・9-7

花見引田線
区間① 760 ○ ×

7
3・4・15-1

宮司津屋崎線
区間② 165 × ―

8 区間① 300 × ―

9 区間② 220 × ―

10 区間③ 400 × ―

11 区間④ 330 × ―

12 区間⑤ 330 × ―

▼　廃止候補（８路線12区間）

3・4・9-5

手光八並線

3・4・15-4

松原線

3・5・15-5

福間停車場汐井線

評価結果

都市計画道路名称№ 区間対応
区間延長

（ｍ）

設計基準 実容量

H29現況 117 1.17 0.81

R19既定 160 1.60 1.11

R19変更 157 1.57 1.09

区間②
交通量

（百台/日）

混雑度

設計基準 実容量

H29現況 161 1.34 1.12

R19既定 191 1.59 1.33

R19変更 184 1.53 1.28

区間⑦
交通量

（百台/日）

混雑度


